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一、問題の所在琉球王国時代、中国の科挙に類する「科試」 （単に「科」とも称する）が実施されていたことは周
知の事柄に属し、制度の内容については、昭和六年刊行の《沖縄県師範学校創立五十周年記念誌》に収録されている《沖縄教育史要》において比較的詳細に解説されている。
）1
（
同書の著者真境名安興
（一八七五―一九三三）は、昭和元年十一月から八年十二月にかけて沖縄県立沖縄図書館の第二代館長を務め、初代館長伊波普猷（一八七六―一九四七）が精力的に蒐集した県内の文書や典籍を利用して本書 著したのだが、書中で利用されている資料の大半は沖縄戦で消失 している。そのため、現在、科試について調べようとすると 《沖縄教育史要》が基本資料、いわば事実上の一次資料と
2なっており、田名真之が平成八年に著した論文〈平等学校所と科試〉の中で、 「後続の研究は無きに等しいのが現状である」
）2
（
と嘆かざるを得ない状態が続いている。その田名氏は、京都大学文学部博物
館所蔵「琉球資料」に含まれる〈科試関係資料〉
）3
（
を利用して、科試の出題、実施時期・方式と回数、
受験生の出自と人数、合格者の数などに関して、真境名氏が説き及んでいない幾つかの事実を明らかにしているが、全容 解明にはまだ遠い状況にあると言わざるを得ない。
琉球の科試が範を取った中国の科挙に関しては、 「科挙学」という学術分野が成立するほど膨大な
関連資料が残されており、 「科挙学」の提唱者である劉海峰が著した科挙学の概説書《科挙学導論》を見ると、総論・史論・起源論・時代論・存廃論・人物論・政治論・教育論・文学論・社会論・文化論・法規論・地理 術語論・文献論・東漸論・西伝論と様々な項目が立てられている。
）（
（
このように
多方面にわた 研究が可能な中国の科挙とは異なり、科試に関する現存 は、数量の点でも種類の点でも圧倒的に少なく、最初から発展 余地が限られてい 。しかし、琉球の多くの士族にとって立身出世の縁
よすが
であった科試の実態に迫ることは、琉球史における政治・学術・文化・精神に関わる主要
な営みの解明に資することが少なくないから、乏 いえ現存する資料を利用して研究を進める意義は十分にあろう。真境名氏 利用できた資料 多くはもはや見ることは適わないが、同氏が利用しなかった資料を使うことで、実態の一端を解明す ことは十分可能だと愚考する。具体的 は、儒家の経典たる経書の解釈に関わる経学書に分類される書物に対して、琉球士族が加えた書き入れを挙
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げることができ、旧稿においては、この種の資料を使って、琉球士族が経書を学ぶ主たる目的が科試の合格に在ったことを論じた。
）5
（
本稿では、彼らが自身および一族の社会的地位向上もしくは維持を目
指して向き合った科試の制度面 関わる事柄について、同じく書き入れを使うことで、これまで明確になっていなかった部分を明らかにした 。琉球の科試 特徴 明瞭にするために、同時期の中国、すなわち清代 科挙制度と比較をしながら議論を進めることにする。
考察に入る前に、本稿で用いる資料について説明しておこう。旧稿で論じた通り、琉球士族の旧蔵
に係る経学書の一部には、講説の対象となる章句の標示箇所の上層（欄外上部）に、時折、 「科」とか「道光四年科」など過去の 試にて出題された箇所であることを示す文字が書き入れられている。調査を進めて行くと、この種の書き入れは相当の数に上ることが判明したので、 「年」 ・ 「月日」 ・ 「記載書」 ・ 巻頁」 ・ 「章節」 ・ 「科名等」 ・ 「収蔵機関」という項目を立てて時系列 沿っ 配列したのが本稿末尾に附録とし 掲げた〈琉球「科試」実施記録一覧表〉 （以後、 「一覧表」と略称）である。
一覧表の項目の記載について説明をしていくと、 「年」と「月日」欄には科試の実施時期を記入し
たが、 「道光乙巳科」のように 号と干支のみが書 入れられてい 場合は、比較の便宜上、 「道光
25」のように年号と年数とを表記する形 改めた。一つの本に紀年表記がなされていなくても別本に
おける同一の章節に対して紀年表記がなされている場合には、同一時期 出題 として扱った。たとえば、法政大学沖縄文化研究所には范翔《四書体注》が数本蔵され おり、一本の《論語・学而》
（「不重節」の上層には「科」一字しか記入されていないが、別本を見ると「道光十二年壬申科」と朱書されている。この場合、同一の科試に関わる書き入れと判断した。「記載書」欄には、范翔《四書体注》など科試に関わる文字が書き入れられている書物の名を記入し、一部の書物については略称を用いた。 「巻葉」欄には、書物の巻数と葉数について略号を用いて記入 た。たとえば「
2_07b 」とあれば、 「巻二第七葉左」であることを意味する。略号中にまれに
「ｘ」と「ｓ」が含まれているが、それは一つの巻が上下に分かれている場合であり、たとえば「
2x_*** 」とあれば「巻二下」を意味する。 「章節」欄には、篇名や章節の区切りを示す標示を基本的
に原著の表記に従って記入した。 「科名等」欄には、書き入れの中でいかなる「科」の試験で出題されたかが示されている場合に限り、その科名を記入した。 「収蔵機関」欄には、書き入れがある書物の収蔵先を記入した。具体的には、法政大学沖縄文化研究所・石垣市立八重山博物館・久米島博物館の三箇所であり、それぞれ「沖文研」 ・ 「八重博」 ・ 「久米博」 略称を用いて表示してある。三つの収蔵機関の中、資料の数量が他二者を圧倒しているのが法政大学沖縄文化研究所であり、関連資料の全てが久米士族 楚南家に由来する
）（
（
同研究所のみ《易経大全会解》と《四書体注》をそれぞれ複数部
収蔵しているので、資料間 区別を示すために「沖文研①」のように表示した。こ 種の表示に対応する書物につ ては附録末尾の説明を参照されたい
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二、 「科試」が実施された時期と回数琉球の科試は宝暦十年（一七六〇）頃、久米村で始まり、科試の設立が蔡宏謨（一七〇〇―
一七六六）の提案によることは先行研究によって指摘されている。
）7
（
これに対して、科試が廃止された
時期については、これまで説かれたことがないかに見受けら るので、まずはその点を確定しておこう。一覽表を見ると知ら る通り、法政大学沖縄文化研究所所蔵の《易経大全会解》 ・ 《監本春秋》 ・《四書体注・孟子》の三書の中に、光緒二年（一八七六）に科試が実施されたことを示す書き入れが認められる かくて、科試 四百年あまり続い 琉球王国（一四二九―一八七九）の最末期に至るまでのほぼ百年間だけ維持された制度であることが判明する。隋から清末まで千三百年続いた中国の科挙、それぞれ一千年近く続いた朝鮮とベトナムの科挙とは比較にならない短期間である。
科試と同時期に実施されていた清朝の科挙は「三年一挙」の制を取り 「恩科」など特別な科が挙
行されるといった特別な事情がない限り、郷試は子・卯・午・酉の年の八月九日・十二日・十五日、会試は郷試の翌年の三月九日・十二日・十五日にそれぞれ実施さ 。
）8
（
一覧表に明らかなように、琉
球王府は、嘉慶元年（一七九六）と二年には連続して科試を実施して る 道光六年（一八 六）から八年まで 三年連続、嘉慶二十年から 十三年 嘉慶二十五 から道光四年（一 二四）まではいずれも四 連続、道光二十四年から二十九 までは六年連続、咸豊元年（一八五一）から七 までは
（七年連続で実施している。実は、一覧表にリストアップされている百五十六条の書き入れ以外にも、紀年表記のない七十条近くの書き入れがあるのだが、それらは表の中に載せていない。この点も踏まえると、琉球王府は一覧表に見える以外にも相当 回数の科試を挙行していて、毎年一回もしくはそれに近い頻度で試験が実施されていた可能性が高いことが推察さ る。こ 推測は 田名真之が前掲の別の資料群を用いた考察の結果、 「科試はほぼ一年一回 割りで行われたこと、まれに年二度もあった」
）9
（
と説いているのと重なる。
試験の実施日について言うと、清朝は上述の通り、厳格に規定していた。琉球の科試の実施日を一
覧表を手がかりに調べてみると、道光二十 年（一八四七） 正月に実施しており、嘉慶二十二年（一八一七） 、道光三年・十年・十二年・十六年、咸豊三年（一八五三） 、同治十年（一八七一）は二月、嘉慶二十五年、道光七年・十二年・十六年・ 七 ・二十九年、同治八年・十四年 光緒二年（一八七六）は三月、道光七年・二十一 二十八年、咸豊二年・三年、同治二年は四月 道光二十九年は閏四月、道光十六年・二十四年・二十五 、咸豊六年・七年 五月 それぞれ実施しており、咸豊六 六月にも実施、道光元年と咸豊四 は八月に実施し 咸豊六 さら 九月にも施、道光十七年と同治元年は十一月に実施してい 。そうすると、琉球の科試が一年の中の特定 期間に限って実施されていたとは言い難い。この知見に関しては、田名氏が「試験日は 定ではな が二月が半数以上を占めている」
）（（
（
とする見解との間に若干の相違が認められる。
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試験の回数は、一年の中に一度だけ実施、というように固定されていたわけでもないようである。
道光二十九年（一八四九）は三月と閏四月、咸豊三年（一八五三）は二月と三月にそれぞれ実施しており、咸豊四年は八月に二度実施している。短期間の中に二度も試験を実施しているのは、二段階選抜の痕跡かも知れない。真境名氏の説明によ と、評定所筆者科と那霸筆者科などの文官を採用する試験は、 「初科」と称される予備試験と「専科」と称される正式の試験との二つの段階によって構成されており に合格した受験生のみが「専科」に進むことができた。
）（（
（
田名氏は、 「 （嘉慶）八
年以降は、十一年の例を除き同時再科とあって、同日 二次試験まで行った では、とも推測される」と述べ、一日の中に「初科」と「再科」の二回の試験を実施していた可能性を補足する。
）（（
（
一覧表
から確認される通り、咸豊六年には五月・六 ・九月と三回の試験が実施されている。
本節で論じた時期と回数については、科ごとに異なっていた可能性を考慮する必要があると考える
が、遺憾ながら現状ではこれ以上の考察を進めるための材料が不足
三、 「科試」が実施された地域清代の科挙では地域を分けた選抜が実施され、士人は基本的に本籍地がある省で郷試を受験し、合
格すると中央での会試を受ける資格が得られた。琉球の科試の受験資 について説き及んでいる先行
8研究は極めて乏しく、 〈科試関係資料〉にもとづく数少ない先行研究では、基本的に「平等学校」の学生のみが受験できたと指摘している。
）（（
（
琉球の学制の中で中等教育を担う「平等学校」は当初、首里
にある三つの特別行政区域である「平等」 、すなわち「真和志」 ・ 「南風」 ・ 「西」のみにおいて設立されており、これらの学校に通うことができるのは近辺の士人だけであったであろうから 右の見解従うならば、地方、とりわけ離島に居住する士人は 受験することが相当困難 ったかに見える。しからば彼 は科試と無縁だったのであろうか。
一覧表の咸豊元年（一八五一）科の部分を参照すると、法政大学沖縄文化研究所に収蔵されている
《四書体注》三本の《論語・学而》 「学而全旨」の上層には、 「宮古」もしくは「宮古島師」の書き入れが認められ、久米島博物館所蔵 同書同箇所 上層には 太平山考」の書き入れ 認められることがわかる。 「太平山」は宮古島の別称である。さらに咸豊六年 の部分を参照 、法政大学沖縄文化研究所の《四書体注・孟子・告子上》 「魚我全旨」の 宮古師匠 と「宮古島講談師の書き入れが認められることもわかる。 「講談師」 の中で漢籍の講授を担当する教師であり、「宮古島師」が「宮古島講談師」の略称であることは自明である。これらの記載から、 「宮古島講談師」を採用する科試が実施されたことを知り得るが 試験がどこで実施された は依然として不明なままである。試験は琉球本島で実施さ たのであろうか。それとも宮古島 実施され の あろうか。
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この問題に関しては、浅野誠の所説が参考になる。浅野氏は、八重山でも科試が実施され、科試を
通じて役人に取り立てられたことを示す事例が少数ながらも存在することを指摘している。
）（（
（
石垣島の
或る士人の陳情は、浅野氏の指摘が事実であることを傍証する。島内在住の士族錦芳氏第十一世の用升は、 「講解師」 任じられ、 《小学》と《四書》をテキストにして授業をしていたが、自身に十分な学力が備わっていないことを自覚し 本島へ渡って正規の師に就いて学問をしたいと願い出 ところ、咸豊十年（一八六〇）に許可が下り、願い通り本島に行くことができたのである。
）（（
（
「講解師」は
漢籍の初歩の手ほどきをする教師であり、この事例は当時の石垣島の文化水準の低さを示す事例だと見ることができよう。島内はもとより八重山には自身の漢学の素養を高めることができる士人がいなかったから、本島へ 留学を願い出たのであ 、もし王府が本島内で講談 選抜試験をして離島に派遣していた このような事態が生じ と 考え難い。すると、宮古島 科の試験は宮古島の中で実施され と見るのが合理的な推論である。一覧表に見 ように、特定 地域 名前を冠する科は他にも存在する。咸豊二年に実施された西之平等科がそ であ 。 「西」の平等学校での教授を担当する「講談師」を選抜する科であることは自明であり 試験も地元で実施されたと見られる。
本節のここまでの考察を踏まえ、科試が実施される地域について補足すると、平等学校の学生、換
言すると、首里近辺在住の中央の士人 みに科試の受験資格があった という見解に先行研究が到達したのは、資料の制約が然らしめた面もあ 。真境名氏は離島内 学校 ついては言及しておらず、
10
浅野氏によると、宮古島では十九世紀前半に至ってようやく「学校所」が設立されている。
）（（
（
同島の郷
土史家慶世村恒任（一八九一―一九二九）によると、島内に南北の平等学校 たのは弘化三年（一八四六）のことであり、開学当初は琉球王府から「講解師与世里里之子親雲朝紀」が派遣されている。
）（（
（
しかし、その十年あまり後に、同じ「講解師」の錦芳用升が本島留学の渡航申請をしている
ことに鑑みると、派遣されてきた教師はすぐに引き上げたに違いない。それに伴い、遅くとも開学から五年後 は地元での教員採用を実施する科試が始まったことを示すのが、一覧表に収載されている咸豊元年（一八五一）科 記載であろう。ところが、 〈科試関係資料〉所収の資料を調べてみると、大半は嘉慶 間（一七九五―一八二〇）に書かれたものであり、その当時、離島内ではまだ が設立されておらず、教員を採用するための科試も されていない。十九世紀前半までに書かれた資料しか見ら ない状況では、宮古島講談師科 存在 気づきようが わけである。前節 説いたように科試が光緒二年（一八七六）科をもって終了したとする 、宮古島講談師科は僅か 四半世紀し続かなかった科ということになる。
四、 「科試」における基本典籍、試題の構成および科目清代の科挙は朱熹《四書集注》等の宋儒の注釈を基準として人材の選抜を行なっていた。琉球の科
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試でいかなる書物を基準書としていたかについては、それを明確に示す記述が見当たらず、これまでの研究においても説明がなされていな 。この問題を解決するためにも、一覧表は有力な手がかりを与えてくれる。表中に 名 見える文献の種類は意外に少なく、以下の五書のみである。
清・范翔《四書体注》 （下段に朱熹《集注》を附載）清・来木臣《易経大全会解》 （別称《易経体 大全》 。下段に朱熹《本義》を附載）清・銭希祥《書経体注 合纂 下段に蔡沈《集伝》を附載）清・江晋雲《重訂詩 衍義合参集注 朱熹嘉慶刊《監本春秋》 （胡安国《伝》を附載）
各書に附載されている注釈はいずれも清朝が科挙の基準書として定めたものであり、
）（（
（
右の事実は科
挙に関する中国の規定が琉球の科試に対し 直接影響を及ぼした部分があることを示している。留意すべきは、右に並べた五書 とりもなおさず琉球の「国学」の学生の教科書であった、ということである。真境名氏は「国学」における毎月の定期試験「月 」の内容 ついて、 《四書体注》 ・ 《詩経衍義》 ・ 《書経体注》 ・ 《易経大全会解》 ・ 《礼記陳澔注》 ・ 《春秋胡伝》の六 から出題され、学生たちは出題された文章に訓点を加え ことが求められた旨を説明している。
）（（
（
ここで指摘されている諸書の中、
12
《礼記陳澔注》以外の五書は、先に示した五書と一致している。
現存する琉球王国時代の漢籍をほぼ網羅したと言える《増補琉球関係漢籍目録》に著録されている
経学書は当然のことながら以上にとどまらず、一覧表に最も多く家蔵の文献が並んでいる楚南家について言うと、彼らは清・薛嘉頴《易経精華》 （資料番号：楚南家文書五四―五八、 九〇） 、清・薛嘉頴《書経精華》 （資料番号：楚南家文書 九―六三） 、和刻本《古文孝経》二本（資料番号：楚南家文書一七一、楚南家文 一七二）も収蔵してい
た
）（（
（
が、 《四書体注》や《易経大全会解》などの場合と異な
り、これら四点の書物の中には、いずれも科試に関わる書き入れを認めることができない。この事実が持つ意味に関して、楚南家旧蔵本の薛嘉頴《易経精華》をもとに考察を加えてみよう。
図一は《易経精華》の部分図、図二は部分図の中、 《坤卦・卦辞》 「先迷後得主」五字の拡大図、図
三は上層の書き入れ文字の拡大図である。図二から看取される通り、楚南家の士人は朱筆 墨筆を用いて経文に対して二種類の訓点を附しており、両者の間に認められる大きな相違は、墨筆では経文の「得」字の下に句読点を書き入れているのに対して、朱筆では経 「主」字の下に句読点、左上にレ点を書き入れていることである。図三の句は、墨点の来源が《体注》であ ことを示している。そこで
図
四
の楚南家旧蔵本《易経体注大全》 （資料番号：楚南家文書五二）の書き入れを見ると、
図
二
の墨筆と句読が一致していることが確認できる。 《易経体注大全》は 易経大全会解 の別称である。つまり、楚南家の士人は、 《易経精華》に訓点を施す時、 《易経大全会解》を参照し、そ に書き入れ
13 琉球「科試」の実施状況について
られている墨筆の訓点を《易経精華》に転記したのである。ところが、 《易経精華》には、 《易経大全会解》の諸処に見える科試に関わる書き入れが一切見当たらない。もし《易経精華》が科試の出題範囲に含まれる書物であったら、 《易経大全会解》中の訓点のみを転記して、科試に関連する書き入れを同時 転記しない、ということはあり得ないから、こ 事実は《易経精華》が では用いられていなかったことの証左になる。かくして、科試において実際に出題対象とされていたのが先に列挙し
図一
　
図三
　
図二
　
図四
　
1（
た五つの書物であることが明確となる。
清代の郷試と会試では、 「首場は《四書》三題、 《五経》各々四題、士子各々一経を占む」
）（（
（
と言う具
合に、経書に関わる問題は《四書》と《五経》から出題され、 《四書》は必修問題、 《五経》はその中の一経を選ぶ選択必修問題 ったが、琉球の科試の試題はどのような構成を取っていたのであろうか。一覧表 通覧すると、同一年に複数の典籍が用いられていることが珍しくないことがわかり、その部分に着目して見ていくと、試題の構成を或る程度推測できそうである。たとえば、道光元年（一八二一）科に用いられた典籍は《易経大全会解》 ・ 《四書体注・孟子》 、道光二年科は《易経大全会解》 ・ 《監本春秋》 ・ 《四書体注・大学》 、道光四年科は《易経大全会解》 ・ 《四書体注・孟子》 、道光六年科は《監本春秋》 ・ 《四書体注・論語》 、道光七年科は《易経大全会解》 ・ 《四書体注・論語》 、道光十年科は《易経大全会解 監本春秋》 ・ 《四書体注・孟子 であり、二月と三月に試験が実施されていることが判明している道光十二年科は《易 大全会解》 ・ 《書経体注大全合纂 ・ 《四書体注 論語》 ・ 《四書体注・孟子》となっている。
これらの事例から判断すると、試験は《四書》と《五経》の両方から出されたようであり、
）（（
（
多くの
場合、 《四書》中の一経と《五書》中の一経との組み合わせになっていていずれも必修問題であったかに見える。 《四書》にしろ、 《五経 にしろ、どの経書から出題されるか という点に関しては規定や法則性があったとは考えがたい。 経 について言うと、易・書・詩・春秋の四つ 経書 わ
15 琉球「科試」の実施状況について
る典籍が一覧表の中に見え、いずれの書物の中にも楚南家の士人が受験勉強をした痕跡と言える訓点が確認される。礼に関わる典籍が一覧表に見えないのは、科試において実際に出題されることがなかったからだと思われる。
琉球の士人の「挙業」 、すなわち人材登用試験に対する受験勉強は、右のような実施状況に対応し
て、 《四書》はもとより、 《五経》についても一つに偏ることがなく、礼を除く四つの経書を等しく学習するものであ と思わ が、こ 挙業の傾向は清代 一般 士人とは異なって た。顧炎武（一六一三―一六八二）が科挙に関わる風潮について、 「今の人が問答する際には、相手が学んでいる経書を『貴経』と称し、自分が学んでいる経書を『敝経』と称しているのは、とりわけ噴飯物である」
）（（
（
と嘲笑しているように、明清時代の読書人の多くは、上述の出題方式に対応して、 《五経》につ
いては一つの経書を集中的に学習して受験に備えていたのである。
最後に科目に目を向けると、琉球の科試には「講談師匠」 ・ 「文組役」 ・ 「官話中師匠」 ・ 「評定所」 ・
「御佑筆」 ・ 「那霸筆者」 ・ 「絵師」 ・ 「歌謡」 ・ 「官生」等の科目が立てられ、多様な人材が取り立てられた。言うまでもないことだが、全ての科目が儒家の経 対す 知識 必須とし いたわけではない。真境名氏の説明によると、これらの科目の中、儒家の経注の文に訓点を附したり句読を施すことが求められたのは、講談師匠科・官話中師匠 ・官生科 みであった。
）（（
（
一覧表に見える科目は、既に
前節にお て論及した宮古島講談師匠科と西之平等科を除くと、道光十七年（一八一二）に採用試験
1（
が実施された官生科のみであり、経学書に関わる知識を必要とするこれらの科目は、いずれも真境名氏が指摘した範囲内に収まっている。
官生科について補足すると、同じ科目を示す書き入れは、 《四書体注・論語・述而》 「子釣全旨」
（三本。資料番号は楚南家文書六八―七三、楚南家文書七四、楚南家文書八一―八五）と《四書体注・論語・子路》 「南人全旨」 （二本。資料番号は楚南家文書六八―七三、楚南家文書八一―八五）の上層にも認められるのであるが、紀年表記が見当たらないので、上述の通り一覧表には採録していない。しかし、道光十七年 一回分とは言え、実施され 時期を示す書き入れが楚南家旧蔵本《四 体注・論語》に見えることには意味があり 真境名氏 「この学科 初め呈 一章、録組二章であったが、後年に至り更 四書体註の中から本文解釈、点入等 加へられた」
）（（
（
と説いている試験内容の変更
に関して、その開始時期を推測する材料を提供してくれているのである。
五、結語琉球王国各地の士人が収蔵していた漢籍、とりわけ経学書には、科試に関連する書き入れが認めら
れることが少なくない。そこで本稿では、刊本の欄外 書き込まれているこの種の記載を集めて一覧表を作成し、それを基礎資料として、制度の実態について考察を加えてみた。そ 結果、科試が実施
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された時期、回数や地域、試題の構成と用いられた経学書などに関してかなり信頼の置ける見解に到達することができた。真境名安興が《沖縄教育史要》を執筆する際 用いた文献は、戦火によって大半が消失してしまい 同書が一次資料の役割を担うことになったことは冒頭で示した通りだが、田名真之と本稿の所論により 真境名氏が説いているこ は基本的に正確であることが確認されたのみならず、同氏も説き及んでいない幾つかの事情も明らかになった。
科試の制度に関わる諸要素は、同時代の清朝が実施していた科挙の影響を受けていることが確認で
きる部分もあるが、むしろ相違点が多 ことが明白になった。本論の中で触れなかった事実を一つ加えると、雍正二年（一七二四）に「入監読書」 、つまり国子監に入って勉強し 琉球の官生は、 「皆、八股の文字を学ばんと欲す」
）（（
（
という有り様であったが、明清の科挙受験生がその習得に血道を上げた
「八股文」は、最後まで琉球の科試に導入されることはなかった。制度面における各種の差異は、双方の歴史・文化・学術・政治などの相違がもたらしたものであろうが、各要素がどのよう 作用したかは解決すべき課題として残されている。
科試に関する研究上の問題点を一つを挙げると、資料の制約上、仕方のない面もあるが、これまで
の研究は、科目ごとの試験内容や実施状況が異なっていた可能性に言及せず、入手でき 資料から導き出された結果を科試全体に適用させ きた嫌いがある。たとえば、 〈科試関係資料〉所収の政治の実務に関わる問題は、講解師科や講談師匠科などの教師を採用する試験には用いられていなか
18
に見え、それらの試験問題を科試全体の設問の代表例とみなすことはできないように思われる。近年、研究者たちの努力によって新たな資料も見出されつつある
）（（
（
ので、今後は既存の資料と併せてこれ
らの資料も有効に活用しながら、科目ごとの相違に留意した議論を進めることが求められることを自戒の意味も込めて最後に提起する。【註】（
1） 《沖縄教育史要》について、本稿では、 《真境名安興全集》第二巻、琉球新報社、一九九三年所収本を利用
する。
（
2）田名真之〈平等学校所と科試〉 、高良倉吉ほか《新しい琉球史像
―
安良城盛昭先生追悼論集
―
》 、一九九六
年、榕樹社、八七頁。
（
3） 〈科試関係資料〉は 那覇市史・資料篇》第一巻十一〈琉球資料（下） 〉 、那覇市企画部文化振興課、
一九九一 所收。
（
（）劉海峰《科挙学導論》 、華中師範大学出版社、二〇〇五年。
（
5）拙稿〈琉球地方士人漢籍学習の実態
―
書き入れに着目した考察〉 、 《琉球大学教育学部紀要》第八十四集、
琉球大学教育学部、二〇一四年、と拙稿〈琉球中央士族の漢籍学習について
―
楚南家本を中心とする初歩
的考察
―
〉 、 《沖縄文化研究》第四十一号、法政大学沖縄文化研究所、二〇一五年。
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（）楚南家の学術については、拙稿〈琉球中央士族の漢籍学習について
―
楚南家本を中心とする初歩的考察
―
〉
を参照。
（
7）真境名安興《沖縄教育史要》 、四一六頁。田名真之《平等学校所と科試》 、九〇頁。
（
8）劉海峰・李兵《中国科挙史》 、東方出版中心、二〇〇四年、三六三―三六四頁。
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9）田名真之〈平等学校所と 試〉 、九一頁。
（
10）田名真之〈平等学校所と科試〉 、九一頁。
（
11）真境名安興《沖縄教育史要》第三編〈近世期〉第六章〈科挙即ち試験制度〉 、四一八頁。
（
12）田名 之〈平等学校所と科試〉 、九一頁。
（
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と中日關係》 、吉川弘文館、二〇一二年、二二九頁。
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1（）浅野誠《沖縄県の教育史》 、思文閣出版 一九九一年、一二一頁。
（
15） 《錦芳姓小宗系家譜》 、石垣市総務部市史編集室編《石垣島市史叢書六》 、石垣市役所、一九九四年、九六
頁。詳細は、拙稿〈琉球地方士人漢籍学習の実態
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書き入れに着目した考察〉の注（
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1（）浅野誠《沖縄県の教育史》 、一二二頁。
（
17）慶世村恒任 新版・宮古史伝 冨山房インターナショナル 二〇〇八年 二〇三頁。
（
18） 「 《四書》主朱子《集註》 、 《易》主程《伝 ・朱子《本義》 、 書》主蔡《伝》 、 《詩》主朱子《集伝》 、 《春秋》
20
主胡安国《伝》 、 《礼記》主陳澔《集説》 」と規定されている。趙爾巽等《清史稿》巻一百八〈選挙志三・文科〉 、中華書局、一九九四年、三一四八頁。
（
19）真境名安興《沖縄教育史要》 、三九六頁。
（
20）高津孝・榮野川敦編《増補琉球関係漢籍目録》 、日本学術振興会科学研究費補助金「近世琉球における漢籍
の収集・流通・出版についての総合的研究」研究成果報告書別冊、二〇〇五年、三―四頁。
（
21）趙爾巽等《清史稿》巻一百八〈選挙志三・文科〉 、三一四八頁。
（
22） 《球陽》尚温王二年（一七九六）条に、久米村の講談師匠を選抜する試験に関して、 「該科今ヨリ以後、五
経ヲ加フルヲ准サンコトヲ請フノ等由……、朝廷ニ稟明スルニ、随即ニ之レヲ准ス」との変更がなされたことが記録されている。つまり、それまでの試験 中では《五経》が使われていなかったのだから 恐らく経書に関しては《四書》のみが用いられていたのであろう。右の引用文は、桑江克英訳注《球陽》巻十九、 三一書房、一九七一年、二七九頁上による。この記事の存在は、龍谷大学都築晶子教授の示教によって知った。
（
23）顧炎武著、黄汝成集釈、欒保群・呂宗力校点《日知録集釈》巻十六〈擬題〉 、上海古籍出版社、二〇〇六
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（
25）真境名安興《沖縄教育史要》 、四一二頁。
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（
2（）潘相《琉球入学見聞録》巻三、第八葉左、沈雲龍主編《近代中国史料叢刊》第九十二輯、第九百十三册、
文海出版社、一九七三年、二五〇頁。
（
27）たとえば、ＪＳＰＳ科研費の研究計画「新出資料による琉球処分期琉球知識人の総合的研究
―
そのアイデ
ンティティに着目して」において実施された調査の中で見つかった新出資料にもとづく研究報告が研究班に属する研究者 よってなされ始め おり、これら新出の資料の中には琉球の科試に関連するものも含まれている。
附録
　〈琉球「科試」実施記録一覧表〉
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
嘉慶元
易経大全会解
02_07b
下経・大壮
沖文研①
嘉慶元
監本春秋
20_1（a
成公十一年・公至自會
沖文研
嘉慶
02
監本春秋
29_11a
哀公六年・春城
沖文研
嘉慶
09
監本春秋
10_0（a
閔公二年
沖文研
嘉慶
17
四書体注・中庸
1_0（b
中庸・舜其全旨
沖文研⑦
嘉慶
17
四書体注・中庸
1_0（b
中庸・舜其全旨
八重博
嘉慶
18
監本春秋
29_03b
哀公元年 鼷鼠
沖文研
22
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
嘉慶
20
二月二一日
四書体注・孟子
（_15b
告子上・古人節
沖文研⑤
嘉慶
21
書経体注
1_13b
舜典・五載節
沖文研
嘉慶
21
書経体注
1_2（a
大禹謨・来禹節
丙寅
沖文研
嘉慶
23
易経大全会解
2_28b
下経・姤
沖文研①
嘉慶
25
三月五日
書経体注
1_20a
舜典・咨汝節
金城里之子親雲上
沖文研
道光元
易経大全会解
1_（7b
随・随卦全旨
沖文研①
道光元
八月
四書体注・孟子
（_29a
離婁下 禹稷
沖文研③
道光元
八月
四書体注・孟子
（_29a
離婁下・禹稷全旨
沖文研⑩
道光
02
易経大全会解
1_51a
蠱・九三
沖文研①
道光
02
四書体注・大学
1_02b
大学・物格節
沖文研③
道光
02
四書体注・大学
1_02b
大学・物格節
沖文研④
道光
02
四書体注・大学
1_02b
大学・物格節
久米博
道光
02
四書体注・大学
1_02b
大学・物格節
八重博
道光
02
監本春秋
23_?
襄公三十一年
沖文研
道光
03
二月
四書体注・論語
8_12b
季氏・今夫二節
沖文研③
23 琉球「科試」の実施状況について
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
03
二月
四書体注・論語
8_11b
季氏・今夫二節
沖文研④
道光
03
四書体注・論語
8_11b
季氏・今夫二節
沖文研⑨
道光
0（
易経大全会解
1_30a
比・六四
沖文研①
道光
0（
四書体注・孟子
1_02b
梁恵王上・詩云節
沖文研⑥
道光
0（
監本春秋
17_（a
定公四年夏四月
丙戌
沖文研
道光
0（
四書体注・論語
3_05a
公冶長・夫子全旨
沖文研③
道光
0（
四書体注・論語
3_05a
公冶長・夫子全旨
沖文研④
道光
0（
四書体注・論語
3_05a
公冶長・夫子全旨
沖文研⑧
道光
07
三月
監本春秋
19_13a
成公六年・六年
沖文研
道光
07
三月
監本春秋
19_13a
成公六年・六年
沖文研
道光
07
四月
四書体注・孟子
（_08a
離婁上・桀紂全旨
沖文研③
道光
07
四月
四書体注・孟子
（_08a
離婁上・桀紂全旨
沖文研⑩
道光
08
易経大全会解
1_（0a
同人・初九
沖文研①
道光
08
四書体注・論語
10_09a
堯曰・不知全旨
沖文研③
道光
08
四書体注・論語
10_09a
堯曰・不知全旨
沖文研⑨
道光
10
二月
易経大全会解
2_57a
兌・彖伝
沖文研①
2（
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
10
二月
易経大全会解
2x_5（a
兌・彖伝
沖文研②
道光
10
二月
監本春秋
19_08a
成公三年・三年
沖文研
道光
10
四書体注・孟子
（_1（a
離婁上・与適全旨
沖文研⑩
道光
10
四書体注・孟子
7_31b
尽心下・在陳全旨
沖文研③
道光
10
四書体注・孟子
7_31b
尽心下・在陳全旨
沖文研④
道光
10
四書体注・孟子
7_31b
尽心下・在陳全旨
庚寅
沖文研⑤
道光
12
二月
書経体注
1_30a
皐陶謨・皐陶謨節
沖文研
道光
12
三月七日
易経大全会解
3_09a
繋辞上・七章
沖文研①
道光
12
三月七日
易経大全会解
3_09a
繋辞上・七章
沖文研②
道光
12
三月七日
四書体注・孟子
（_02a
離婁上・聖人節
沖文研③
道光
12
三月七日
四書体注・孟子
（_02a
離婁上・聖人節
沖文研⑩
道光
12
書経体注
1_18a
舜典・皐陶節
沖文研
道光
12
四書体注・論語
1_0（a
学而・不重全旨
沖文研③
道光
12
四書体注・論語
1_0（a
学而・不重全旨
沖文研④
道光
12
四書体注・論語
1_0（a
学而・不重全旨
沖文研⑧
25 琉球「科試」の実施状況について
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
12
四書体注・論語
1_0（a
学而・不重全旨
久米博
道光
12
四書体注・孟子
（_22a
離婁下・以全全旨
沖文研③
道光
12
監本春秋
12_12a
僖公十二年
沖文研
道光
13
詩経衍義
1_0（a
周南・螽斯・螽斯全旨
沖文研
道光
13
四書体注・孟子
7_29a
尽心下・人能節
沖文研③
道光
13
四書体注・孟子
7_29a
尽心下・人能節
沖文研④
道光
13
四書体注・孟子
7_29a
尽心下・人能節
沖文研⑤
道光
15
四書体注・孟子
5_1（a
万章下・伯夷全旨
己巳
沖文研③
道光
15
四書体注・孟子
5_1（a
万章下・伯夷全旨
沖文研⑩
道光
1（
易経大全会解
2_（（b
漸・漸卦全旨
沖文研①
道光
1（
易経大全会解
2x_（（a
漸・ 卦全旨
沖文研②
道光
1（
二月
監本春秋
3_05b
隠公十年・十年
沖文研
道光
1（
三月
四書体注・孟子
（_17a
離婁上・天下全旨
沖文研③
道光
1（
三月
四書体注・孟子
（_17a
離婁上・天下全旨
沖文研⑩
道光
1（
五月
四書体注・孟子
（_1（a
告子上・体有節
沖文研③
道光
1（
五月
四書体注・孟子
（_1（a
告子上・体有節
沖文研④
2（
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
1（
五月
四書体注・孟子
（_1（a
告子上・体有節
沖文研⑤
道光
1（
四書体注・論語
1_03a
学而・敬事全旨
丙申
久米博
道光
1（
四書体注・論語
1_03a
学而・敬事全旨
沖文研③
道光
1（
四書体注・論語
1_03a
学而・敬事全旨
沖文研⑧
道光
17
三月二三日
易経大全会解
1_73b
離・離卦全旨
沖文研①
道光
17
四書体注・論語
8_07b
衛霊公 吾猶
沖文研③
道光
17
四書体注・論語
8_07b
衛霊公・吾猶全旨
沖文研④
道光
17
四書体注・論語
8_07b
衛霊公・吾猶全旨
沖文研⑨
道光
17
四書体注・論語
8_08a
衛霊公・人能全旨
官生
沖文研③
道光
17
四書体注・論語
8_08a
衛霊公・人能全旨
官生
沖文研④
道光
17
四書体注・論語
8_08a
衛霊公・人能全旨
官生
沖文研⑨
道光
17
一一月
四書体注・論語
3_01a
公冶長・ 冶全旨
丁酉
沖文研④
道光
17
一一月
四書体注・論語
3_01a
公冶長・公冶全旨
沖文研⑧
道光
18
四書体注・孟子
5_11b
万章上・割烹全旨
沖文研③
道光
18
四書体注・孟子
5_11b
万章上・割烹全旨
沖文研⑩
27 琉球「科試」の実施状況について
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
20
易経大全会解
1_20a
蒙・二節
沖文研①
道光
20
四書体注・孟子
（_31a
離婁下 曾子全旨
沖文研③
道光
20
四書体注・孟子
（_31a
離婁下・曾子全旨
子之科
沖文研⑩
道光
21
四月
易経大全会解
（_02a
説卦・三章全旨
沖文研①
道光
21
四月
易経大全会解
（_02a
説卦・三章全旨
沖文研②
道光
21
四書体注・論語
1_02b
学而・巧言全旨
沖文研④
道光
21
四書体注・論語
1_02b
学而・巧言全旨
丑科
沖文研⑧
道光
21
四書体注・論語
1_02b
学而・巧言全旨
久米博
道光
2（
五月一〇日
易経大全会解
2_3（b
困・六三
沖文研①
道光
2（
五月一〇日
易経大全会解
2x_3（b
困・六三
沖文研②
道光
2（
五月一〇日
監本春秋
18_0（b
宣公十四年 十有四年
沖文研
道光
2（
五月一〇日
監本春秋
18_05a
宣公十四年 春衛殺其大夫
沖文研
道光
2（
五月一〇日
四書体注・論語
7_12a
憲問・南宮全旨
沖文研③
道光
2（
五月一〇日
四書体注・論語
7_12a
憲問・南宮全旨
沖文研④
道光
2（
五月一〇日
四書体注・論語
7_12a
憲問・南宮全旨
道光科
沖文研⑨
道光
25
五月一〇日
書経体注
3_15a
太甲中・作書節
沖文研
28
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
25
五月一〇日
監本春秋
13_08a
僖公二十九年
沖文研
道光
25
五月一〇日
監本春秋
13_08a
僖公二十九年
沖文研
道光
25
四書体注・孟子
（_05a
離婁上・恒言全旨
沖文研③
道光
25
四書体注・孟子
（_05a
離婁上・恒言全旨
沖文研⑩
道光
2（
四書体注・孟子
5_17a
万章下・伯夷節
丙午
沖文研③
道光
2（
四書体注・孟子
5_17a
万章下・伯夷節
沖文研⑩
道光
27
正月
詩経衍義
（_（（b
小雅・桑扈 交交全旨
沖文研
道光
28
四月
監本春秋
15_1（a
文公十六年・冬十有一月
沖文研
道光
28
四月
四書体注・孟子
（_19a
告子下・孔子節
沖文研④
道光
29
三月
易経大全会解
1_23a
需・九二
沖文研①
道光
29
三月
四書体注・大学
1_15a
大学・孟献節
沖文研③
道光
29
三月
四書体注・大学
1_15a
大学・孟献節
沖文研④
道光
29
三月
四書体注・大学
1_15a
大学・孟献節
久米博
道光
29
三月
四書体注・大学
1_15a
大学・孟献節
八重博
道光
29
閏四月一六日
易経大全会解
1_（（b
豫・六三
沖文研①
29 琉球「科試」の実施状況について
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
道光
29
閏四月一六日
四書体注・大学
1_07b
大学・正脩全旨
沖文研③
道光
29
閏四月一六日
四書体注・大学
1_07b
大学・正脩全旨
沖文研④
道光
29
閏四月一六日
四書体注・大学
1_07b
大学・正脩全旨
久米博
咸豊元
四書体注・論語
1_01a
学而・ 而全旨
宮古
沖文研③
咸豊元
四書体注・論語
1_01a
学而・学而全旨
宮古島師
沖文研④
咸豊元
四書体注・論語
1_01a
学而・学而全旨
宮古
沖文研⑧
咸豊元
四書体注・論語
1_01a
学而・学而全旨
太平山考
久米博
咸豊
02
四月
書経体注
3_01a
湯誓・湯誓篇
沖文研
咸豊
02
四月
四書体注・論語
3_1（a
雍也・誰能全旨
西之平等
沖文研③
咸豊
02
四月
四書体注・論語
3_1（a
雍也・誰能全旨
西之平等
沖文研④
咸豊
02
四月
四書体注・論語
3_1（a
雍也・誰能全旨
沖文研⑧
咸豊
03
二月
易経大全会解
2_31a
萃・六三
宮古
沖文研①
咸豊
03
二月
易経大全会解
2x_31a
下経・萃
宮古
沖文研②
咸豊
03
二月
四書体注・大学
1_08b
大学・修身全旨
太平□（山）
久米博
咸豊
03
四月九日
易経大全会解
1_17a
屯・屯卦全旨
沖文研①
咸豊
03
四月九日
四書体注・孟子
3_12a
滕文公上・后稷節
沖文研④
30
年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
咸豊
03
四月九日
四書体注・孟子
3_12a
滕文公上・后稷節
沖文研⑪
咸豊
0（
八月 日
四書体注・孟子
7_30a
尽心下・堯舜全旨
宮久
沖文研③
咸豊
0（
八月二四日
四書体注・孟子
7_30a
尽心下・堯舜全旨
宮久
沖文研④
咸豊
0（
八月二七日
四書体注・孟子
7_30a
尽心下・堯舜全旨
宮久師匠科
沖文研⑤
咸豊
0（
八月二七日
易経大全会解
1_0（a
乾・雲行
宮久科
沖文研①
咸豊
0（
五月 日
監本春秋
19_02a
成公元年・元年
沖文研
咸豊
0（
五月八日
監本春秋
19_02a
成公元年・元年
沖文研
咸豊
0（
六月
四書体注・孟子
（_10b
告子上・魚我全旨
沖文研③
咸豊
0（
九月五日
四書体注・孟子
（_22a
告子下・居鄒全旨
宮古師匠
沖文研④
咸豊
0（
九月五日
四書体注・孟子
（_22a
告子下・居鄒全旨
宮古島講談師
沖文研⑤
咸豊
07
五月
易経大全会解
1_37b
否・否卦全旨
沖文研①
咸豊
07
五月
監本春秋
17_05b
宣公九年・九年
沖文研
咸豊
07
五月
監本春秋
17_05b
宣公九年・九年
沖文研
咸豊
07
五月
四書体注・孟子
5_08b
万章上・敢問節
沖文研③
咸豊
07
五月
四書体注・孟子
5_08b
万章上・敢問節
沖文研⑩
31 琉球「科試」の実施状況について
［補足説明］
本文中でも説いた通り、法政大学沖縄文化研究所の楚南家旧蔵書のコレクションに
は、同一書が複数含まれていることがあり、それぞれに書き入れがなされていることも珍しくない。そこで、楚南家旧蔵書の文献については、 「収蔵機関」欄において以下の要領で略称表示する。 年
月
　
日
記載書
巻葉
章
　
節
科名等
収蔵機関
咸豊
11
四書体注・孟子
（_27b
離婁下・天之節
沖文研⑩
同治元
一一月二一日
四書体注・孟子
5_10a
万章上・丹朱節
沖文研⑩
同治
0（
書経体注
2_1（b
導
岍及岐至于荊山節
沖文研
同治
08
三月一七日
四書体注・孟子
（_32a
離婁下・斉人節
沖文研⑩
同治
10
二月
書経体注
3_03b
湯誓・簡賢節
沖文研
同治
12
四月
四書体注・孟子
（_18b
離婁下・子産二
沖文研⑩
同治
1（
三月二七日
四書体注・論語
3_1（b
雍也・冉求全旨
沖文研⑧
光緒
02
三月二四日
易経大全会解
2x_53a
下経・旅
沖文研②
光緒
02
三月二四日
監本春秋
18_12a
宣公十七年・六月癸卯日有食
沖文研
光緒
02
三月二四日
四書体注・孟子
（_10b
離婁上・辟紂全旨
沖文研⑩
32
《易経大全会解》 （資料番号：楚南家文書五二・五三） ：沖文研①《易経大全会解》 （資料番号：楚南家文書一六三・一六四 ②《四書体注》 （資料番号：楚南家文書八一―八五） ：沖文研③《四書体注》 （資料番号：楚南家文書六八―七三） ：沖文研④《四書体注》 （資料番号：楚南家文書七六） 沖 研⑤《四書体注》 （資料番号：楚南家文書七七―八〇） ：沖文研⑥《四書体注》 （資料番号：楚南家文書七五） ：沖 研⑦《四書体注》 （資料番号：楚南家文書七四） 沖 研⑧《四書体注》 （ 《論語》巻六―十。目録未著録） ：沖文研⑨《四書体注》 （ 《孟子》巻四・五。目録未著録） ：沖文研⑩《四書体注》 （ 《孟子》巻二・三。目録未著録） ：沖文研⑪
なお、楚南家旧蔵書は整理の際に若干の混乱を来しており、研究所内で附している資料番号と《増
補琉球関係漢籍目録》が附している資料番号とは全く異なっている。また、 《監本春秋》は一セットしか収蔵されていないことになっ が、実際は同一書二部が混綴されて同一の資料番号の下に著録されている。この種の問題をいくつか問題を抱えているため、楚南家旧蔵書が再度 整理を必要と
33 琉球「科試」の実施状況について
することは自明であるが、現在のところは便宜上、一般の研究者にとって参照しやすい《増補琉球関係漢籍目録》の資料番号を用いることにする。ただし 同目録に未著録の文献が三点あるのもまた右に示す通りである。
【附記】
貴重資料の閲覧に関して便宜を図って下さった法政大学沖縄文化研究所・石垣市立八重
山博物館・久米島博物館に感謝申し上げる。本稿の中で提示した文献画像は、法政大学沖縄文化研究所の掲載許可を得たものである。上記三箇所を含む沖縄県内外の収蔵機関における調査に際しては、北海道教育大学釧路校石井行雄准教授と佐野比呂己教授、北海道大学大学院近藤浩之教授と江尻徹誠専門研究員から多大なる協力を得た。論文中における記載 容や表現に して、匿名の編集委員から貴重な提言がなされたことに対しても謝意を表する。　
本稿は、ＪＳＰＳ科研費「新出資料による琉球処分期琉球知識人の総合的研究
―
そのアイデン
ティティに着目して」 （研究代表者：鹿児島大学高津孝教授。課題番号：
2（283009 ）による研究
成果の一部である。
